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小中一貫教育校の校名に関する協議会委員アンケート結果について



1　小学校名

新泉和泉小学校（新泉・和泉小学校）

各校の歴史を考えた際、それぞれの小学校関係者は、各校に対する思いがあり、その思いを大
切にして新しい学校へつなげる事が大切だと思う。

新泉、和泉の両小学校の名について、できるだけ元の小学校の名を残したいという地域や保護
者等の方の意向の応え校名を合わせて残す。

新泉、和泉のそれぞれの地区で、名称に関しては思い入れがあると考えるので、両方の名を残
すことが双方にとって良いことだと考える。

地域の思い入れの深い両校名を残して欲しい。新泉か和泉かどちらかひとつになるのであれば、
あえて両方入れない新しい名称を希望する。

3校とも歴史があり、地域で愛されてきた学校ということを大事に考え、現在の名前を尊重して
付けていくため。

両校の校名を残し、通常は学園名が呼び名として使われるということなので、多少長い名前で
も不自由しないと思う。地名の和泉を残すようであれば、両校の名を残した方が歴史を重ねるこ
とができると思う。

それぞれの校名を合わせて残すことが良いと思う。

新和泉小学校

85年の歴史を持つ新泉小の地域、卒業生の想いを考えると、「新」の一字は是非とも残した方
が良いと思う。

この和泉の地に、新しい時代にできる新校ということで、和泉と新泉を合わせたという意味を重ね
てつけていく。

新泉、和泉の両小学校名を合体のもとに、和み、泉湧き出る土地に建つ学校を表現する名前
として。

新泉、和泉の両小学校において、それぞれの地域住民の意向により、地域にちなんだ名前だと
考える。

新泉小と和泉小が合わさると新泉･和泉小学校とも考えたが、これではいつまで経っても一つに
ならない感じがする。両校が一つになり新しい学校を創るという意味合いでは、新和泉小の方が
ふさわしいと考えるため。（新泉も和泉もこの文字に入っているため）

両校の校名が残るような形が望ましい。新しい学校という意味でも新の字が入るのが良いと考え
た。

新には、新しい出発という意味と新泉小の新という意味が含まれる。



和泉小学校

小学校と中学校は同じ名称が望ましいと考える。地域にある学校を考えると、地名の「和泉」を
使うべきと考える。新たに設立される学校なので、過去にこだわらない方が良いと思う（永福小学
校と同じ考え）。新泉小学校も開校時は、和泉小学校の名称でスタートしている。

地名を尊重したい。学校は6歳から通う場所になるので、自分の学校がある場所を認識するた
めにも良いと思う。

新泉小関係者が新泉の名前を残したいという気持ちはわかるのですが、新しい出発として和泉
小に統一したらいかがでしょうか、新泉和泉だと同じ字が重なってスッキリしないように思う。

学区内外を含めて、地名が一番わかりやすく親しみがある。

地域の小学校名を表示する場合、単純明快であることが一番。

杉並和泉学園小学校

3校で新しい学校になることをイメージしたいと考えた。両校の歴史を考えていくと、「新泉・和泉
小学校」が今はよいかと思えるが、今後50年、100年続くと思うと学園名で統一した方がよいと
思う。

学園名に合わせるのがスマートで良いと思うため。

泉小学校

新泉の泉と和泉の泉の両方から。

和泉新小学校

両校の名を入れ「いずみあらたしょうがっこう」と読む。



2　中学校名

和泉中学校

中学校は１校であるので、小中一貫教育校の開校のために、現在の和泉中学校の名称を変
更する必要はないと考える。

統合後も中学校はそのまま残るので、現在の名称を使用すればよいと思う。

特に変更する理由がない。

地域で愛されてきた学校ということを大事に考え、現在の名前を尊重したい。

小中一貫教育校の開校に合わせても変更の必要はないと考える。

わかりやすい名前が良い。

和泉の歴史、地名の由来を残すためにも最良。

小学校の名前をいずれも残すことを考えると、中学校はそのままでよい。

学区内外を含めて、地名が一番わかりやすく親しみがある。

新和泉中学校

現行の和泉でも良いし、新しく生まれたという意味で新をつけるのも良いのではないでしょうか。

新しい時代にできる新校ということで、和泉と新泉を合わせたという意味を考えた。

小学校を「新和泉」とした場合、同じ中学校として同一とする。

小中一貫教育校として、新しいスタートを切るという意味では、中学校も校名を変更した方がよ
いし、小学校と同じ名前がよいと考えるため。

新しい出発と小学校の名を残す地域に根ざす中学校というイメージ。

新泉和泉中学校

和泉中学校は、一校が新しい中学校となるため和泉中のままでもと考えたが、やはり新しい小
中一貫教育校としてのスタートを切るわけなので、小学校名とあわせた方が生徒の気持ちもひと
つになると思う。



区内初の小中一貫教育校の「新校」が設立というこいとで理解しているので名前は改めるべき
だと思う。名前が変わらないと新校設立にはならないと思う。小中一貫教育校というならばすべ
て名前を揃えても良いと思う。

杉並和泉学園中学校

中学校名にしても同様に新しい学校になることを意識した。

学園名に合わせるのがベスト。

泉中学校

小学校と同じく。



3　学園名

杉並和泉学園、杉並いずみ学園、すぎなみ和泉学園

小中一貫教育校の開校にあたり、地域名を考慮しこの名がよいと考える。「和泉学園」や「いず
み学園」もよいが、すでに使用されている。

杉並区初の施設一体型となる学校として考えた。

小中学校の名称を「和泉」にした場合、「和泉学園」に設定したいが、大阪府に有る少年院
「和泉学園」と同じ名称になってしまうので、区名を付け「和泉」をひらがなにすることで、少年院
とは別物になり正式名称ともかけ離れていないと考える。

校舎の建つ地、その場所にふさわしい校名とするのが最善と思う。町名でもある和泉という名が
つけられた「良い（和）泉の湧く地」という歴史からも、末永く愛される名称だと思う。公平という点
からは難しいが、現実的に納得されやすいと思う。

通称名はわかりやすい名称が良い。杉並区の和泉にある学園ということで広範囲な方にわかっ
てもらえる。

杉並区の公立学校ということと、和泉の地名から杉並和泉学園小中学校が望ましいと考えるた
め（小学校・中学校はそれぞれ小学部・中学部という言い方とする）。

新泉和泉学園、新泉・和泉学園

杉並和泉としてしまうと、新泉は？ということになるのではないか。

小中一貫教育校の開校にあたり、新たな名前で各学校の持つ歴史、学校関係者の想い、地
域名などを考慮すると、この名が最良と考える。

地域で愛されてきた学校ということを一番に考え、それぞれの名を残したい。

小中一貫教育校となるのであれば、小学部・中学部という表記で、それぞれの地域に根付いた
名前を考える。

今回の問題で一番心を痛めているのは新泉小の方々と思われるので、新泉の名を残したい。
設置協議会も新泉・和泉となっていることにも意義がある。

新和泉学園

小・中学校に今までの各校の名前を残せたならば、和泉の地に新しい学園が“一”からスター
ト、新しいスタートを切るという意味を考慮し、新和泉学園とした。

和泉と新泉を合わせたという意味で。

新しい学園と言う意味で。



小中一貫教育校として新しいイメージアップにつながる。

和泉学園、いずみ学園

新泉、和泉の名称で共通している部分を用いて、「泉」を使うがひらがな表記とする。全国でも
「和泉・泉・いずみ」の名称はさまざま使われているので、「杉並」をつけて「杉並いずみ」でも良
い。

各校の歴史、地域の名などを考慮しこの名が最良と思う。地名の和泉を「いずみ」としたい。

「和泉」の名が入るのが一番良いと思う。

地域の学校名の場合、素朴かつわかりやすい名前が良い。学区内外を含めて、地名が一番わ
かりやすく親しみがある。

新和学園

新泉と和泉から一文字ずつ取る（語呂も良い）。また、「新」しく生まれる調「和」の取れた学校と
いう意味も含む。

和泉青葉学園

周りを木々に囲まれているイメージ。和泉の名前はつけたい。

曙学園

新しい教育界を担う一貫教育校になって欲しい。

和泉○○学園

○○には、「みどり」「さくら」などの新校のイメージを表すような名前が入ると良い。



校名決定順序

小・中学校名と学園名を同時

それぞれを分けて考えるのではなく、総合的に各意味合いを考えながら同時に考えていくことが
大切だと思う。

学園名、小学校名のいずれかに現在の学校名を残すか、学園名と小学校名とをどちらも変え
る場合、中学校名もあわせて変更するのか、それぞれををセットで考えた方が整理しやすい。

セットで考えた方が整理しやすく、バランスも取りやすいと考えるため。

どちらが先ではなく、学校名と学園名は一緒に検討することで、納得できる校名ができていくと思
われる。

トータルで調和の取れた名前をつけるためにも、別々は良くない。

すべてセットで考えた方がわかりやすい。

セットで考えた方がまとまりやすい。個別で行うと一度まとまった話が繰り返され、効率がよくな
い。

同時でなければ前向きな議論として生かせない。

学園名を決定後、小・中学校を決定

決めやすいのが学園名ではないかと考える。

小・中学校は同じ方が理解されやすい。違う名称は混乱すると思う。

条例上の公的な学校名は決定までに協議が長引きそうなので、先に学園名を決めることで、少
しでもわだかまりがなく決められることを希望する。

新しい図書室の一部に新泉小の歴史を伝える展示コーナーを設けるとか、新泉小の跡地に何
らかの形で新泉の名を残すことを考えたい。

新しい学校のイメージと学校への期待を込めることができるので、学園名より決めたほうが良い。

小学校・中学校名を先に決めると、残る名前・なくなる名前が出てしまうので、新しくつけられる
学園名より決めるのが良い。

学園名が一番印象深いので、気を配って考えるべき。

小・中学校を決定後、学園名を決定

実際に使用される頻度を考えると、小学校名、中学校名を優先して決めるのが良いと思う。

小学校名を先に決め（中学校は変化なし）、学園名を決める。

小学校、中学校の正式名称をふまえ、学園名を決めるべきと考える。

小学校→中学校→学園名



一番問題の多いのが小学校名。皆で命名によりつけられる名前の意味を共有できれば。



意見・要望

協議会委員のみならず、各校の生徒、各校の関係者（先生方・卒業生）からも意見を伺える
機会があると良いと思う。杉並区として初めての小中一教育貫校となるため、決め方については
慎重に進めながらも、なるべくなら多くの皆様のご意見を伺いながら、皆の思いがつまった学校が
出来上がることが望ましいと思う。

学園名の決定にあたっては、一定数の候補選定を協議会が責任をもって行い、候補の中から
よいものに、児童・生徒、保護者及び地域の方に投票いただいて決定する。

和泉小学校の同窓生は、現役で仕事をされている方が多く意見を言える場が少ないが、関心
はもっている。小学校名、学園名に関しては慎重に決めていきたい。

名称については、いくつかの例を提示して、生徒や保護者の意見が聞けると良い。

協議会メンバーから新泉小学校の名称を残したい要望が上がっているが、協議会のメンバーに
偏りがあって、新泉小学校の卒業生や関係者の割合が多いのでは？この点をあいまいにし、話
が進んでしまうと、あとあと問題になる恐れがある。

「新泉」の名を残したいのであれば、新泉小学校の跡地に公共施設を作りその名称に「新泉」を
入れるか、記念碑を残す事を検討された方が良いと考える。

新泉・和泉のどちらかの名称が残るならば、どちらも入れずに新しい名称を希望する。

ある程度の候補を協議会及び教育委員会で絞って、その上で、広く意見聴取の時間を取り、
最終的には、教育委員会で決定していくようにお願いしたい。じっくり協議し、多数決にはしない
でほしい。

協議会委員の中だけで決めるのは、新泉・和泉の両地区から出ている人数によって偏りが出る
と思う。協議会として第三者の意見も取り入れ決めていくのも良いと思う。

ある程度、設置協議会で候補を絞った後に、地域の人たちにアンケートを取るのが良い。

卒業生の意向も大切だが、歴史の古い新泉小と浅い和泉小ではさまざまな面で差が出てくる。
これからこの学校を母校とする「現役生」を第一に考えて欲しい。

各校の生徒にも意見を出してもらい、それらを参考に協議会で最終決定を行う。

地域の学校であるから地域の名前で決めるということと、白紙から一般公募で新しい名前を考
えるという二通りの方法がある。

子どもたちの柔軟な発想から、各校の生徒より学校名を募集し、その中から協議会で検討して
決めたい。



３つの校名を出したが、一つの学校なので、いろいろ名前があるのではなく、一つに統一した方が
よいと考える。

協議会としては、住民参加の盛り上がりの状況をつくる必要がある。

卒業生のために、新泉の名を残したい。

小学校の名前がまったく違うものになるようであれば、中学校名も合わせたほうがよい。

新泉小跡地の用途はまだ決められないでしょうが、できれば「新泉～」という形で名称の一部に
その名が残れば、新泉の歴史が残っていく。

小学校の校名については、どちらか一方の名前になるなら、まるで違う名前にしたほうが良い。

卒業生や地域の皆さんの意見を広く聞く機会があれば、と思う。

歴史も大切だが、これからの子どもたちのためにより良い名前を希望する。過去にとらわれなくて
もいいと思う。


